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「
一
生
懸
命
や
っ
た
ら
、
苦
に
な
ら
ん
。
」

飾
ら
な
い
職
人
の
こ
と
ば
た
ち

つながりタイ新聞は、現在、当ペーパーの発行と、
Instagramをメインに活動しています。自分たちの活動
のみならず、福岡県で活動しているさまざまな市町村
の地域おこし協力隊の情報を発信しています！

「ふくおか協力隊図鑑」とは、福岡県内の現役地域おこ
し協力隊・OB/OGの活動内容や自己紹介をまとめた、
ポートフォリオのようなInstagramアカウントです。福
岡県地域おこし協力隊新聞部で運営を行っています。

福岡県地域おこし協力隊新聞

八女伝統本玉露すすり茶体験

横町町家交流館 [Instagram]

つながりタイ新聞

ふくおか協力隊図鑑

インスタグラム

これからのこと、それからのこと

地 域 お こ し 協 力 隊 コ ラ ム地 域 お こ し 協 力 隊 コ ラ ム

みなさま、こんにちは。八女市地域おこし協力隊の古庄まなえです。

前回のつながりタイ新聞では、八女市矢部村での玉露の茶摘みについて取材しま

した。

数日後、あの日摘んだ玉露の茶葉が、2025年福岡県茶品評会で『福岡県知事賞』

を受賞し、福岡県内から100点以上出品された中のトップ3に入ったとご報告があ

りました！貴重な体験をさせていただいたうえに、栄誉ある賞を受賞されたこと

に感動しております。ご協力頂いた栗原製茶様には感謝の気持ちで一杯です。

そんなお茶に誇り高い八女市ですが、私が活動拠点とする八女福島の横町町家交

流館では、八女伝統本玉露の「すすり茶体験」を提供しております。すすり茶と

は、低温で淹れることでお茶の旨味をゆっくりと引き出し、すするように最後の

一滴まで楽しむお茶の飲み方です。この体験は当館のスタッフが一から丁寧に教

えながら進めますので、初めての方でも楽しむことができ、多くのお客様に満足

頂いております。

予約なしでも体験は可能です。お待ちしております。

市町村の枠を超えて集まった、福岡県地域おこし協力隊。
自分の地域のおもしろいコト、お隣の地域のおもしろいヒト、
遠く離れた地域の面白いモノ・・・。
地域にとらわれず、さまざまなモノコトを発信します。

突然ですが、福岡県には方言があり、福岡県民なら誰でも言えるであろう、方言早口言葉があります。
それは、、、
「おっとっととっとってって言っとたとになんでとっとってくれんやったとって言いよーと。」

これが言えたら貴方も福岡県方言一級合格！チャレンジしてみてください☆
ちなみに、福岡県地域おこし協力隊新聞部には、言えても言えなくても入れます。
一緒に面白い新聞を作りませんか？
興味のある方は、instaguramの DMまで。お待ちしております！

作成メンバー

八女市地域おこし協力隊
古庄まなえ

うきは市地域おこし協力隊
三角　俊喜

みやま市地域おこし協力隊
金子　瑠美　

八
女市　古庄まなえ



▲焼き物のことを丁寧に教えてくれる田中さん

ま
ぁ
、
お
茶
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

手間ひまですよ。

入道雲が青空に広がる、7月の終わり。訪れたのは、「うきは市」。
うきは特産の柿が青々と実る畑を抜けた先にあるのが、今回の目的
地、一の瀬焼 ( いちのせやき ) の窯元「田中窯元」。
新聞部の部員でもある、うきは市地域おこし協力隊・三角さんが
親しくしているという陶芸家の田中鶴夫さんに会いに来た。
50 年以上陶芸と向き合っている田中さんに焼き物のことを尋ねると
仕事に対する姿勢や日々の暮らしの大切さまで教えてもらったよう
な気がした。田中さんの言葉とともに、お届けしたいと思った。

かくよう

（76）

田
中
鶴
夫
さ
ん 

田
中
窯
元

【一の瀬焼】
約400年前、豊臣秀吉が朝鮮出兵の際に陶工を招き開いたのが起源とされる。
うきは市浮羽町朝田地区を中心に５軒の窯元があり、作風はさまざま。

【田中窯元】
初代は、田中さんの父。
田中さんは23歳で陶芸の世界に飛び込み
半世紀以上にわたり作品をつくり続けている。
茶碗や湯のみ、マグカップ、花器など素朴な味わいで
日常生活に寄り添うような作品が多数。

▼茶葉の香りに癒やされる「茶香炉」も人気

▲作品の深さなどを測る道具

◀
素
焼
き
後

◀
素
焼
き
用
の
釡
も
手
作
り

一
生
懸
命
や
っ
た
ら
、
苦
に
な
ら
ん
。▲夏は約 40℃にもなる工房で

◀マグカップは 300cc が余裕で入る

この人のことばは、不思議と心に残るー。

そんなことばの持ち主は、深い人生と豊かな経験を重ねてきた人なのだろう。

挨
拶
も
束
の
間
。
田
中
さ
ん
は

冷
た
い
お
茶
を
出
し
て
く
れ
た
。

取
材
中
、
何
度
も
「
ど
う
ぞ
ど

う
ぞ
」
と
優
し
く
お
茶
を
す
す

め
て
く
れ
る
。
こ
の
日
の
気
温

は
最
高
３
４
℃
。
直
売
所
兼
自

宅
は
ク
ー
ラ
ー
が
入
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
大
き
く
開
い
た
入

り
口
や
窓
か
ら
さ
わ
や
か
な
風

が
通
り
抜
け
、
朗
ら
か
な
田
中

さ
ん
の
笑
顔
と
あ
い
ま
っ
て
、

と
て
も
心
地
よ
い
空
間
だ
っ
た
。

直
売
所
に
飾
ら
れ
た
作
品
の
中

に
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
も
の

が
あ
っ
た
。
３
つ
の
マ
グ
カ
ッ

プ
が
連
な
っ
て
い
る
。
尋
ね
て

み
る
と
、
過
去
の
失
敗
作
だ
そ

う
だ
。「
戒
め
の
た
め
に
飾
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。」
と
、
に
こ
や

か
に
説
明
し
て
く
れ
た
田
中
さ

ん
。
失
敗
を
受
け
止
め
て
忘
れ

な
い
姿
勢
が
素
敵
だ
な
、と
思
っ

た
。
そ
し
て
、
失
敗
作
と
い
っ

て
も
、
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
。
味

が
あ
っ
て
、
す
ご
く
好
き
だ
な
。

直
売
所
の
隣
に
あ
る
工
房
も
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
直
売
所
と
は

違
い
、
熱
が
こ
も
っ
て
暑
い
。
な
ん
と
、
日
中
は
４
０
℃
近
く
に
な

る
そ
う
だ
。
夏
場
は
午
前
中

に
作
業
を
し
、
気
温
が
上
が

る
昼
間
は
休
む
。 「
ぼ
ち
ぼ
ち

や
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
田
中

さ
ん
。
体
調
管
理
の
た
め
に

お
酒
は
控
え
め
に
し
て
い
る

そ
う
だ
。
半
世
紀
以
上
も
の

あ
い
だ
、
現
場
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
秘
訣
。
陶
芸
の
技
術
だ
け
で

は
な
く
、
日
々
の
生
活
リ
ズ
ム
、
自
分
の
体
と
向
き
合
う
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

田
中
さ
ん
は
、
手
間
を
惜
し
ま
な
い
。
釉
薬(

ゆ
う
や
く)

は
、
自

ら
が
調
合
し
、
薪
釡
を
使
う
。
薪
を
燃
料
と
す
る
薪
釡
は
、
電
気
釡

や
ガ
ス
釡
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
。「
素
焼
き
」
に
４
時
間
、
そ
の

後
、
登
窯(

の
ぼ
り
が
ま)

で
の
「
本
焼
き
」
に
は
、
１
２
５
０
℃

ま
で
温
度
を
上
げ
る
の
に
、
丸
１
日
を
要
す
る
。
焼
き
上
げ
た
後
も

釡
の
中
で
ゆ
っ
く
り
冷
ま
し
、
釡
か
ら
出
す
。
じ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
て
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
陶
器
の
密
度
が
し
っ
か
り
す
る
そ

う
だ
。「
手
間
ひ
ま
で
す
よ
。」
と
、
田
中
さ
ん
は
言
っ
た
。
そ
し
て

「
最
近
の
人
は
、
楽
を
す
る
も
ん
ね
〜
」
と
笑
っ
た
。

釉
薬
を
使
わ
な
い
「
焼
き
締
め
」
と
い
う
技
法
で

の
作
品
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
。
土
に
含
ま
れ
る

鉄
分
で
色
が
変
わ
っ
た
り
、
薪
の
灰
が
溶
け
て
自

然
な
色
が
生
ま
れ
た
り
す
る
。
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
た

手
ざ
わ
り
で
、
土
の
あ
た
た
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

唯
一
無
二
の
作
品
が
で
き
、
面
白
い
の
だ
と
か
。

◀
焼
き
締
め

「
一
生
懸
命
や
っ
た
ら
、
苦
に
な
ら
ん
。」

陶
芸
ひ
と
す
じ
、
地
道
に
陶
芸
と
向
き
合
っ

て
歩
ん
で
き
た
半
世
紀
も
の
歳
月
。
田
さ
ん

が
口
に
す
る
か
ら
こ
そ
説
得
力
を
持
つ
こ
と

ば
。そ
し
て
、心
か
ら
陶
芸
が
好
き
な
ん
だ
な
、

と
感
じ
る
こ
と
ば
だ
っ
た
。
お
土
産
に
と
、

茶
碗
と
マ
グ
カ
ッ
プ
を
い
た
だ
い
た
。
た
っ

ぷ
り
入
る
大
き
さ
が
嬉
し
く
、
軽
く
て
手
に

な
じ
む
。
そ
し
て
、
使
う
た
び
に
心
が
ほ
ん

わ
か
す
る
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
田
中
さ
ん
と

一
点
も
の
の
作
品
に
会
い
に
行
っ
て
み
て

▼飾られた失敗作


